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　「自律神経」は全ての内臓や内分泌腺、血管などを自分の意志とは関係なく

生命を維持していくための働きをしています。つまり、呼吸や循環、代謝、体温調節、

消化、分泌、生殖など、生きて行くために必要な機能を調節しているので、そこに

障害が起きると、自律神経が関係しているあらゆる範囲に症状があらわれる

可能性があるのです。

　胃のもたれ (胃無力症 )、下痢や便秘、

起立性低血圧による立ちくらみ、心臓

の動きが突然おかしくなる不整脈、

発汗異常、尿意を感じず排尿できない

無緊張膀胱のほか、低血糖が起こっても

動悸や発汗などの警告症状が起こらず

に重症化したり、心筋梗塞が起こっても

痛みに気付かずに（無痛性心筋梗塞）

重篤化することもあります。

　糖尿病性神経障害と診断されたら、血糖値をこまめに測定してコントロールの

改善に努めます。早めの血糖コントロールは初期の症状を改善して、進行を防ぐ

ことも可能です。

　また、神経障害ではさまざまな症状が起こり、症状に応じて、それぞれの分野の

専門医のところで治療を受けることも必要になりますので、複数の医療機関を受診

するときは、自分が糖尿病患者であること、服薬している薬をきちんと告げるなど

薬の重複や同時に服用してはいけない

薬の処方を避けるようにします。

　神経障害が進行すると、痛みを感じなく

なってしまい、治ったものと勘違いするこ

ともあり、症状は同じであっても糖尿病性

神経障害ではなく、別の病気が原因である

こともありますので、きちんとした検査を

受けるようにするなど、注意が必要です。

　白内障は加齢とともに目のレンズに当たる水晶体が白く濁り、見えにくくなる

病気ですが、糖尿病があると、発症が早くなる傾向があります。「糖尿病性白内障」

は網膜に近いほうから濁りはじめるのが特徴で、明るいところほどものが見えに

くいといった症状があります。白内障は手術で人工のレンズを入れることで視力

が回復しますが、糖尿病性の場合は｢後発性白内障｣が起きたり、網膜症が発症する

など、術後も注意が必要です。

　緑内障は視神経の障害によって視力が落ち、視野が狭くなって、治療をしないと

失明にまで陥ることもある病気ですが、

糖尿病特有の「血管新生緑内障」は糖尿病

性網膜症で生じた新生血管が房水の排出

口である隅角をふさいで眼圧が上昇する

ことで起きます。糖尿病性の緑内障は眼圧

を下げる点眼剤は効果があまりないため、

レーザー治療が中心となっています。

　糖尿病を発症すると、体の抵抗力が弱くなるため、ウイルスや細菌に感染しや

すくなり、肺炎や膀胱炎、皮膚炎など、からだの全身に感染症を起こしやすくなり、

発症すると悪化させやすく、健康な人には無害な菌によっても感染症が起きた

りします。

　さらに、感染症にかかると、インスリンの働きを阻止するホルモンが分泌される

ことによって、高血糖状態がさらに高まって糖尿病が悪化し、感染症も悪化する

という悪循環が生まれます。

　感染症の予防には血糖コント

ロールをきちんと行い、抵抗力を

高めることが大切です。ストレス

をためたり、暴飲暴食をせずに

睡眠をとり、規則正しい生活を

することが大切です。
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